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久米高畑65次 松山市来住町

H50番地
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久米高畑66次 松山市来住町
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来住町14次 松山市来住町

953番 。954番
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個人住宅の

建設

所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

久米高畑65次 衡

落

官

集

弥生・古墳

古代

正倉院の濠

官衡の区画滞

掘立柱建物・土坑

堅穴式住居・溝

弥生土器、須恵器、

土師器、石器、

鉄器 (鈍 )

正倉院南濠の一部と、

官衛の区画溝等を検

出。弥生終末の焼失

住居有 り。

久米高畑66次 衛

落

官

集

弥生・古墳

古代

掘立柱建物・土坑

堅穴式住居・溝

弥生土器、須恵器、

土師器、石器、砥石

連結土坑 に似た遺構

を検出。

来住町14次 集落 中世。近世 坑

　

穴

土

溝

柱

弥生土器、須恵器、

土師器、瓦

官行遺跡群南方の低

地において、中近世の

集落の一部を確認した。

要  約

久米官衛遺跡群の正倉院南濠の一部を比較的良好な状態で検出することができたことから、

施設全体の規模の復元につながる情報を得ることができた (65次 )。 また、66次 にて検出さ

れた連結土坑のような溝と、65次の南濠に平行に掘られた溝の存在は、今後、正倉院南面空

間における土地利用のあり方を考えるうえで、重要である。さらに、弥生時代終末の焼失住

居に関する新しい情報を得ることができた点も、大きな成果であった。なお、来住町14次に

おける成果は、遺跡群南面の低地における土地利用の歴史を解明するうえで、重要なものと

認識している。
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